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船舶事故調査報告書 

 

令和８年６月２４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和６年７月１６日 ０７時００分頃 

発生場所 関門港響新港区 

 響新港西１号防波堤東灯台から真方位２６９°２.２海里（Ｍ）付

近 

 （概位 北緯３３°５７.３′ 東経１３０°４３.５′） 

事故の概要  引船五十
い

猛
たける

が台船白
はく

龍
りゅう

を横抱きにして起重機船第八十八大栄
だいえい

号に

接舷作業中、船長が負傷した。 

事故調査の経過  令和６年７月２３日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 引船 五十猛、９９トン 

１３５１３０、株式会社近藤海事（Ａ社） 

２６.５０ｍ×７.５０ｍ×３.２０ｍ、鋼 

ディーゼル機関２基、７３５kＷ（合計）、平成９年１１月 

Ｂ 台船 白龍、１,４８３トン 

なし、Ａ社 

６０.０ｍ×２０.０ｍ×３.５ｍ、鋼 

機関なし、令和３年（建造） 

Ｃ 起重機船 第八十八大栄号、４,９１０トン 

なし、株式会社ティー・シージャパン 

７０.０ｍ×２６.０ｍ×４.７ｍ、鋼 

機関なし、不詳 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長 ５８歳 

五級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成８年１月５日 

免 状 交 付 年 月 日 令和３年５月２１日 

免状有効期間満了日 令和８年９月２７日 

 死傷者等 重傷 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 東南東、風力 ３、視程 約５km 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 
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 事故の経過 (1) 出航から係留場所付近に漂泊するまでの状況 

Ａ船は、船長、機関長及び航海士２人（以下「航海士Ａ₁」、「航

海士Ａ₂」という。）が乗り組み、令和６年７月１６日０３時４５

分頃、若松ふ頭に向けて関門港若松区所在の北湊泊地を出航し

た。 

Ａ船は、０４時１５分頃、若松ふ頭に係留されていたＢ船の左

舷船尾方に右舷を接舷（横抱き）した。その後、Ａ船は、Ｂ船を

横抱きにしたまま、工事地点で錨泊しているＣ船の方へ向かい、

０６時００分頃、船首を東に向けて錨泊していたＣ船の北方に漂

泊した。 

(2) 係留作業開始から本事故発生までの状況 

Ａ船は、０６時４０分頃Ｃ船から接舷するよう指示を受け、船

長、機関長及び航海士Ａ₂の３人がＢ船に移乗した後、航海士Ａ₁

がＡ船船橋で操船してＣ船に接舷することとした。 

Ａ船の乗組員は、降雨によると思われる影響で無線の感度があ

まり良くなかったが、船長がＢ船の右舷船首部で、機関長がＢ船

の右舷船尾部でそれぞれ係船作業に当たり、航海士Ａ₂がＢ船の右

舷船首部（船長の後方）でＡ船船橋との無線連絡に当たることと

し、Ｃ船左舷への接舷作業を開始した。 

接舷作業は、ふだんＣ船側から渡された係留索を使用していた

が、本事故当日、Ｃ船側の係留索の準備が遅れていた。 

これまで、起重機船側の係留索の準備が遅れた場合、台船側か

ら係留索を出して接舷したことがあったので、船長は、Ｂ船のボ

ラード（以下「本件ボラード」という。）付近にコイルダウン等に

よって整理されていない係留索の１本（以下「本件係留索」とい

う。）をＣ船の作業員に渡し、Ｃ船の作業員が本件係留索のアイを

Ｃ船のボラードにかけた。 

（図１ 参照） 
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船長は、その後、本件ボラードの近くにコイルダウン等によって整

理されていない雑索（諸作業に使用する短めのロープ）の上に立ち、

本件係留索のたるみを取り、本件ボラードに８の字に巻いて仮止め

し、両手で把持した後、Ｂ船の船尾をＣ船に近づけるために航海士 

Ａ₂を通じて航海士Ａ₁にＡ船を後進させるよう指示した。（図２、図

３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コイルダウン等によって整

理されていない係留索 

コ イ ル ダ

ウ ン 等 に

よ っ て 整

理 さ れ て

い な い 雑

索 

船長 

図２ 仮止めの状態を上から見た状況の概略 

仮止めした本件ボラード 

航海士Ａ₁ 

Ｃ船 

機関長 

船長 

航海士Ａ₂ 

係留索 

鋼管杭 

図１ 船体、人員の配置図 

Ｃ船のボラード 

仮止めした本件ボラード 

図３ 仮止めの状態を横から見た状況の概略 

コイルダウン等に

よって整理されてい

ない雑索（引き寄せ

索を含む） 

仮止めした本件ボラード 
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航海士Ａ₁は、航海士Ａ₂からの連絡を受け、Ｂ船の船尾をＣ船に近

づけるためにＡ船の左舷機を後進最微速とした。 

船長は、仮止めした本件係留索がＡ船の後進による張力で延出し始

めたので、航海士Ａ₂に対してＡ船の機関を中立にするよう指示した

が、航海士Ａ₂は船長の後方約４ｍ付近でＢ船がＣ船と接近する状況

を確認するために船首方を向いており、雨衣に当たる雨音等で船長の

指示に気付かなかった。 

船長は、本件係留索の延出が約６ｍ続き、索端付近まで及んだ際、

索端のアイに引き寄せ索*1が取り付けられていることに気付いた。 

船長は、この時まで、本件係留索の索端のアイに引き寄せ索が取り

付けられているとは思っていなかった。 

引き寄せ索は、船長の足元のコイルダウン等によって整理されてい

ない雑索の中にあったので、係留索の延出に続いて引き寄せ策が雑索

の中から延出し始め、係留索を両手で把持し続けていた船長の右手に

引き寄せ索が絡んだ。（図４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、本件係留索から両手を離し、右手の軍手の上に装着してい

た皮手袋が脱げて巻き付いた引き寄せ索から右手を引き抜くことがで

きたが、その直後、引き寄せ索が右下肢（膝下付近）に雨衣の上から

絡んでいることに気付いた。（図５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*1 「引き寄せ索」とは、係留索のアイに取り付けられている細いロープのことをいう。船から重量がある係留索を

陸岸に送る場合、引き寄せ索より細いロープがついた錘（サンドレッド）をまず船から岸壁に送り、同ロープに引

き寄せ索をつないで、岸壁上の作業員が係留索を手繰り寄せながら岸壁上に引き揚げる。 

図４ 引き寄せ索が右手に絡んだ状況の概略 

引き寄せ索 
コイルダウン等に

よって整理されてい

ない雑索（引き寄せ

索を含む） 

図５ 引き寄せ索が右足に絡んだ状況の概略 

コイルダウン等に

よって整理されてい

ない雑索（引き寄せ

索を含む） 
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航海士Ａ₂は、船長の方を見た際、本件ボラードの横に立つ船長の

右足に引き寄せ索が絡んでいるのを認め、すぐに、Ａ船の操船に当

たっている航海士Ａ₁に対してＡ船の機関を中立とするよう無線連絡

した。 

船長は、０７時００分頃、引き寄せ索に右足を引かれ、Ｂ船甲板上

に仰向けに倒れて引きずられ、本件ボラードで体が止まったものの、

引き寄せ索の延出が続いたことで右下肢が切断された。 

航海士Ａ₂は、再び船長の方を見ると、船長が右下肢を負傷して甲

板上に仰向けに倒れているのを認めた。 

航海士Ａ₁は、航海士Ａ₂が無線連絡で何を言っているのかよく聞き

取れなかったが、何か発生したと思い機関を中立とした。 

航海士Ａ₂は、機関長と共に船長の止血を行った後、Ａ船の船橋へ

向かい、Ａ船の船橋から１１８番通報するとともに、Ａ社に本事故の

発生を報告した。 

船長は、Ｃ船の引船によって響新港区の岸壁へ搬送後、救急車に引

き継がれ、北九州市内の医療施設に搬送された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 本件ボラード付近の係留索等の整頓状況 

船長は、ふだん起重機船と接舷作業を行う際、起重機船から受

け取る係留索を使用していたので、本接舷作業前にＢ船の係留索

等の整頓を行っていなかった。 

(2) 本件係留索の状況 

船長によれば、本件係留索は、直径約５０mm、長さ約４０ｍで

あり、引き寄せ索は、直径約１５mm、長さ約１５ｍであった。 

(3) 乗組員のヘルメット等安全具の着用状況 

Ａ船の乗組員全員は、ヘルメット、雨衣、救命胴衣、手袋、雨

靴を着用し、無線機を携帯していた。 

(4) 船長の海上工事の経験 

船長は、海上工事に約４０年間従事していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 事故発生に関する解析 

Ａ船は、関門港響新港区において、Ｂ船を横抱きしてＣ船に接

舷作業中、船長が本件ボラード付近にコイルダウン等によって整

理されていない雑索上に立って係留作業を行っていたことから、

Ａ船の後進に伴って係留索が延出した際、索端に取り付けられて

いた引き寄せ索が船長の右下肢に絡み、船長の右下肢が切断され

負傷したものと考えられる。 



 

- 6 - 

(2) 事故発生の要因に関する解析 

  ① 船長の指示の伝達状況 

 船長は、航海士Ａ₂を通じてＡ船の機関を中立にするよう口頭

で指示したものの、航海士Ａ₂は、Ｂ船がＣ船と接近する状況を

確認するために船首方を向き、また、雨音で同指示を聞き取る

ことができなかったことから、航海士Ａ１に対してＡ船の機関を

中立にするよう伝えることができなかったものと考えられる。 

  ② Ｂ船の係留索等の整頓状況 

 船長は、ふだん起重機船と接舷作業を行う際、起重機船の係

留索を使用していたことから、Ｂ船の係留索等の整頓を行って

いなかったものと考えられる。 

  ③ Ｂ船の係留索を使用してＣ船に接舷しようとした状況 

 船長は、過去に、起重機船側の係留索の準備が遅れた場合、

台船側から係留索を出して接舷したことがあったことから、本

事故当時、Ｂ船側の係留索をＣ船側に渡し、接舷しようとした

ものと考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が横抱きしたＢ船とＣ船との接舷作業中、船長がコ

イルダウン等によって整理されていない引き寄せ索上で作業を行った

ため、両手で把持していた係留索とその索端につながれていた引き寄

せ索がＡ船の後進に伴って延出した際、索端に取り付けられていた引

き寄せ索が船長の右下肢に絡んだことにより発生したものと考えられ

る。 

再発防止策  Ｂ社は、本事故後、同種事故の再発防止策として次の措置を採っ

た。 

・各作業船、各台船のボラード及びビットに注意喚起標識（「挟ま

れ注意」及び「係留作業中退避」）を掲示した。 

・大型台船（３０００ｔ、４０００ｔ）を作業船に沖合係留する場

合、引船を２隻態勢とし、作業船（起重機船、杭打船等）側から

繰り出した係留索を台船へ渡すこととした。 

・小型台船（５００ｔ、１０００ｔ）を係船用ウインチが装備され

た作業船に沖合係留する場合、作業船（起重機船、杭打船等）側

から繰り出した係留索を台船へ渡すこととした。 

・小型台船を係船用ウインチが装備された作業船に沖合係留する場

合、作業船（起重機船、杭打船等）側から仮固定ロープを出して

作業船と台船を連結した後、台船側から係留索を作業船へ渡すこ

ととした。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・係留作業を行う作業員は、作業前に係留索等の整頓を行い、整頓

されていない索類の間近で作業等を行わないこと。 
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・係留作業を行う作業員は、係留索や付属のロープが体に絡むこと

のないよう、係留索等の動きに常に注意を払い、意図せず係留索

等が延出し始めた場合は、直ちに係留索等から十分離れ、身の安

全を確保すること。 

・船上作業者は、作業員間の意思の疎通を図るために、無線のほか

手信号等による連絡手段を確保すること。 

・船長等は、船上作業を実施する際、可能な限り、作業全体の安全

管理を行う作業指揮者を配置すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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響新港区 

事故発生場所 

（令和６年７月１６日 

０７時００分頃発生） 

関門港 

若松ふ頭 

搬送された岸壁 


